
第２部　丹
た ん ざ わ

沢と私たちのくらしを考えよう～丹
たんざわ

沢がピンチ！～

◆ 3． 渓
けいりゅう

流のピンチ◆

■渓
けいりゅう

流の自然をまもるために■

渓
けいりゅう

流でくらす生きものの生活の場を豊
ゆた

かにするために、水辺の森林を元気にしたり、土砂

が渓
けいりゅう

流に流れないようにしていきます。

また、コンクリートの人工物については、まわりの自然と調和をとって、生きもののくら

しや風景に大きな影
えいきょう

響がでないように工夫をします。

　渓
けいりゅう

流の流れに大きな落差ができると、たてのつながりが分
ぶんだん

断されるため、そこに

すむ生きものが孤
こ り つ

立してしまうなどの問題が生じて

しまいます。

●渓
けいりゅう

流の問題●

水辺の森林を元気にする 森林の土
ど し ゃ

砂が流れ出さない工夫

　？　※ダムや堰
えんてい

堤　？

上流から土
ど し ゃ

砂が流れ出るのを防
ふせ

い

だり、下流の人家などに土石流

災
さいがい

害が起きないようにつくるコン

クリートのかべのような施
し せ つ

設。
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